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２Ａ２１ 

加藤セチ 女性研究者のパイオニア 

 

 
○吉祥瑞枝（SSM サイエンススタジオ・マリー） 

Kissho-y@fol.hi-ho.ne.jp 

 
1. ははじじめめにに  

女性の STEM 分野における男女共同参画がうたわれて 20 年近くになる。ところが,日本の女性研究者

のパイオニアたちについてほとんど知られていない。本年は加藤セチ生誕 130 周年を迎える。日本初の

女性理学博士は日本産石炭の植物学的研究の保井コノ［1］で,東京帝国大学から授与された。続く二番目

の理学博士, 黒田チカは天然色素の研究 紅花の色素カーサミンの構造で, 三番目の加藤セチはアセチ

レンの重合で, それぞれ東北帝国大学,京都帝国大学より学位が授与された。（参照 表 1）加藤セチは山

形県庄内地方出身で, 山形師範学校卒業後に地元の小学校教諭として奉職し,上京して東京女子高等師

範学校理科を卒業後, 札幌の北星高等女学校教師を経て, 1918 年北海道帝国大学農科大学の全科選科生

となった。北海道帝国大学女子学生第 1 号である。農学を学び結婚して母親として 1922 年理化学研究

所に入所した。研究テーマも農芸化学から物理化学へと先駆的テーマに挑戦しつづけ, 初の女性主任研

究員である。定年後 80 歳まで,15 年間女性教員の科学人材育成のために『理科ゼミ』を開催した。道な

き道を切り開いた女性研究者パイオニアの一人である。 
 
2. 加加藤藤セセチチ生生いい立立ちち  

セチは 1893 年(明治 22 年)10 月 2 日に, 父加藤正喬,母みよの三女として山形

県東田川郡押切村（現三川町）大字押切新田字歌枕 29番地で誕生した。庄内平

野のほぼ中央部に位置し 鶴岡と酒田の間で, 出羽三山の一つ羽黒山を背にし

た田園である。前田候子の研究報告「加藤セチ博士の研究と生涯-スペクトルの

物理化学的解明を目指して-」によると,加藤家は徳川時代の初期から続いた旧

家で, 押切村の大地主で 豪農家であった。明治天皇の北海道,秋田,山形の御巡幸時に

小休憩所の栄誉を担った。セチの祖父安興(加藤家の養子）と進取気性の妻よしは企

業的農業を志して大開墾地でアメリカから乳牛を導入して西欧風大型酪農経営

を目指した。政府の農業政策はまだ確立せず,地主には地租改正後の農地への重

課税,また不況による農産物価格の暴落などの悪条件が重なって失敗した。さら

に,翌年 10 月に庄内地震が発生した。屋敷は倒壊し,火災で母兄姉の 3 人が焼死,セチ(１歳）と3 歳の姉フ

ミは使用人に連れられて外にいて助かったという。父は後添えにキンを庄内の旧家の水野家から迎えて再

起を図ったが, 家運は傾き失意の内に 43 歳で病死した。セチ,キン,姉フミ,キンの娘マサの女四人だけが残

された。加藤家は巨額の負債を負い,日々の生活ぎりぎりの赤貧の中に取り残される悲運に見舞われた。セ

チ数え年 15 歳の春である。多くの召使いに侍かれた『お嬢さま』から「小学校の先生になって自活しよ

う」と決心して鶴岡高等女学校を退学して山形女子師範学校へ入学した。卒業後は 狩川尋常高等小学

校の教員となったセチは由緒ある加藤家の相続人として母キンと二人で守っていくことになった。とこ

ろが,山形を出て東京の有楽町のミシン学校で勉強してミシン教員の母から,「若い時に出来るだけ勉強

して置かないと後悔するから」との助言で, お茶の水の東京女子高等師範学校理科(略：東京女高師)に
入学した。不測事態の対処に教員免許状を 6 種も取得し,札幌の北星高等女学校教師となった。新設され

た北海道帝国大学農科大学の佐藤昌介学長が「この学校には女子学生は一人もいないが,決して門戸を閉ざ

しているわけではない。」との言葉に感激して「よし,それならばもう一度勉強のやり直しをしよう。」と決

心し,早速大学に入学願書を提出した。しかし,やすやすと女子学生の入学を認められなかった。というのは女子

の最高学府（第二次世界大戦までは東京女高師は日本の女子の最高学府）といったところでたかだか中学

に毛が生えた位のものでとても追い付いて行けないだろうとのことだった。1918 年北海道帝国大学農科

大学の全科選科生として入学が認められ, 北海道帝国大学女子学生第 1 号誕である。農学を学び結婚し

て 1922 年理化学研究所に入所,女性初の研究生となった。 二児の母親として研究テーマも農芸化学か

ら物理化学へと先駆的テーマに挑戦して, 女性初の主任研究員となった。参照 (表 2) 加藤セチ年譜. 

 
(図 1) 加藤セチ卒業写真

1918 年 
お茶の水女子大学所蔵 

2A21
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((表表１１))  日日本本のの女女性性理理学学博博士士::  保保井井ココノノ、、  黒黒田田チチカカ、、加加藤藤セセチチ、、丹丹下下ウウメメ  

（データは以下の文献 7),14）を参考に作成)   ⒸⒸ  Mizue Y KISSHO 

順位 氏氏名名    年年  生生没没  授授与与年年月月日日  年年齢齢  学学位位論論文文  ((出出身身校校))  授授与与大大学学  

１１  保保井井ココノノ  ((9911歳歳))    

1880 2/16 - 

    1971 3/24 

 

1927(昭2）4/20 

47歳  

日本産亜炭、褐炭、瀝青炭の構造に

就いて 

理理学学博博士士  ((女女高高師師))  

 

 

東京帝国大学  

  丹丹下下ウウメメ  ((8811歳歳))  

1873 3/17 - 

1955  1/29 

1927    6/14 

 54歳 

1940(昭15)  8/14 

 67歳 

ステロール類の化合物について 

PhD 

ビタミンB2復合体の研究 

農農学学博博士士（（東東北北大大））  

ジョンズ・ホプキ

ンス大学  

 

東京帝国大学 

２２  黒黒田田チチカカ    ((8844歳歳))  

1884 3/24-     

1968 11/8 

 

1929 (昭４) 11/4   

45歳  

カルサミンの構造に就いて 

  

理理学学博博士士((東東京京女女高高師師・・東東北北大大)) 

 

 

東北帝国大学  

３３  加加藤藤セセチチ  ((9955歳歳))  

1893 10/2-  

1989  3/29  

 

1931(昭6） 6/8 

37歳  

アセチレンの重合 (和文) 

  

理理学学博博士士（（東東京京女女高高師師・・北北大大）） 

 

 

京都帝国大学  

  

  

((表表22))    加加藤藤セセチチ（（11889933--11998899））年年譜譜                                            M: 明治, T: 大正, S: 昭和, H: 平成 
 

  （データは以下の文献［2,3,5］を参考に作成)   ⒸⒸ  Mizue Y KISSHO）. 

1893年 (M26)  山形県東田川郡押切村(現 三川町)に 加藤正喬・みよの 三女 誕生（10月2日）  
1894 （1歳） 庄内地震(10月22日)で生家倒壊し全焼（母みよ・兄姉3名死亡）   
1908 父死去 破産 鶴岡高等女学校3年で退学 山形県師範学校入学 

（継母キンとセチ姉妹の女4人世帯となる） 
1911  (M44)）  山形女子師範学校卒業後, 庄内の狩川尋常高等小学校教員(佐藤得三郎と出会い20歳)    
1914 (T3) (22歳）  東京女子高等師範学校理科入学      （姉が結婚して,継母キンと女3人で東京へ）  
1918    (24歳）  東京女子高等師範学校理科卒業(3月), 札幌の北星高等女学校 教員 (4月) 

北海道帝国大学設置(4月) 女子学生第1号 同大学農科大学農学科第一部全科選科生 (9月)   
1919 (T8)  北海道帝国大学農学部と改称 (4月1日)  
1921   (27歳）  修了 北星等女学校退職 北海道帝国大学農学部農芸化学科副手 嘱託(4月)  

結婚28歳 (婿養子 庄内狩川村の佐藤得三郎 建築学者, 防空建築研究専門) 
1922  （28歳） 
     (T11) 

東京の財団法人理化学研究所に入所 和田猪三郎研究室 女性研究生 (9月) 
(長男誕生 仁一 9月21日)  

1924 (T13)  (長女誕生  コウ  1月3日) 
1931 (S6)(37歳)   京京都都帝帝国国大大学学よよりり学学位位授授与与  「「アアセセチチレレンンのの重重合合  他他1100篇篇」」  ((6月8日)  

保井コノ, 黒田チカに続き 女性で3番目の理学博士 
1933  京都帝国大学理学部で特別講義「分子の電子構造と化学反応」を行う  
1943    理化学研究所 研究員 (12月)  
1945 ( S20)  長男戦死 
1951   (57歳）  理化学研究所主任研究員 (9月) 女女性性初初のの主主任任研研究究員員  
1955   定年退職    1960年まで理化学研究所特別研究室嘱託で研究する 
1959  夫 得三郎死去 
1960     (66歳)  
1960-1975(S50) 
        (80歳) 

相模女子大学, 川村短期大学, 上野学園大学(名誉教授)などで教鞭とる 
『『理理科科ゼゼミミ』』婦人のための科学勉強会を月1回（30人ほどの現役の物理・化学・生物

教諭）15年間開催した。その功績に日本化学会化学教育賞 第1回(昭和51年度,1976 )
に候補推薦される。第1回受賞者は玉虫文一元東大と山岡望(元岡山大)の2名  

1968(S43)(74歳)  山形 三三川川町町名名誉誉町町民民  第1号の称号を贈呈される (6月) 
1989( H1)(95歳) 東京 自宅で脳梗塞で倒れ入院 3月29日永眠 
1989 (H1)  山形県三川町 曹洞宗耕福寺 加藤家の墓に埋葬 壽昌院理道妙勲大姉 (5月)  
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3. 加加藤藤セセチチのの研研究究  

加藤セチは北海道帝国大学農科大学農学科第一部全科選科生として 1918 年 9 月入学し,1921 年 3 月修

了した。男性の正科生(学部学生)と同一のカリキュラムで講義を受け,卒業論文「The effect of Dry 

Condition upon the Germination of Apple Seeds (林檎の発芽に対する乾燥の影響」を提出した最初

の女子学生である。引き続き同年 5月 4日から 12月 20日まで北海道帝国大学農学部農芸化学科に副手

として土壌分析の研究をした。 

翌年 1922 年 9 月 1 日に財団法人 理化学研究所に研究生として入所した。1939 年 1 月 1 日「助手」

に任用され,1943 年 12 月に「研究員」となり,1953 年には女性初の主任研究員に昇任した。1955 年退

職後も嘱託として 1960 年まで物理化学の研究を続けて 38 年在籍した。1922 年に入所した加藤セチも

理化学研究所の環境(雰囲気)に包まれて,研究テーマを農芸化学から,化学分析へ,量子力学が脚光を浴

びる時代となり, 分子分光学の勃興期でスペクトル吸収に魅せられ展開していった。塩を水溶液にして,

その吸収スペクトルを撮影して化学構造との関連を知ることが出来た。 

次いでまず,アセチレンの吸収帯スペクトル。光によるアセチレンの変化, 熱による変化, そして高

温におけるアセチレンの光による変化についても検討した。アセチレンのベンゼンへの重合反応を取り

上げて,従来の高温高圧ではなくて,アセチレン帯状スペクトルの検討から適当な光を選んで照射し、常

温常圧でベンゼンを得た。それを主論文として副論文を添えて学位論文として提出した。 

学位を取得した加藤は有機化合物の分子構造,反応機構などに関する研究で次々と論文を発表した。

そして「吸収スペクトルに依る化学反応機構の検討」で,あまり行われていない研究だが, 不安定な中

間生成体や某条件においてのみ存在可能の物質を捕える炭化水素類の熱分解とその燃焼機構などに適

用して化学反応過程を探求した。 

これば,加藤セチ自身の環境への適応能力が高いと推察できる。たとえば,戦時中東京大空襲の夜に日

本のジェット機が1機も飛び立たないのを不思議に思ったセチは燃料の燃焼熱で炉が溶融するトラブル

にヒドラジンの 20％を水に交換することを提案して,翌朝 100 人近くの所員の見守るエンジンテストが

見事に成功した。その後, 人間ロケット「秋水」は 1 機飛び立っただけで終戦を迎えた。 
戦後は光合成の能力に感嘆して,クロロフィルの吸収スペクトルを発表した。ストレプトマイシンの

研究より純度の高い結晶を得る方法を見だした。加藤セチは常に基礎研究であるとともに世の中の役に

立つ研究をするという信念をもっていた。 

(補足資料表) : 加藤セチ研究論文等(1923-1939)を加藤セチの研究論文内容の補足として添付する。 
 
 

4. 加加藤藤セセチチ研研究究者者のの道道ののりり  メメンンタターーとと研研究究室室運運営営  

加藤セチの年譜から指導者や助言者,メンターとの良き出会いが読み取れる。たとえば,北海道帝国大

学入学にあたり, 加藤セチは「佐藤昌介総長やアメリカ通の森本厚吉学務部長のお骨折りである。」と述

べている。［3］ 理化学研究所への入所経緯は, 1922 年 1 月より物理学及び化学の 2 部制から「研究室」

制度に変わって,14 研究室が発足した直後である。「湯原元一 前東京女高師校長にお世話になった。田

丸節郎先生のご配慮で化学分析研究室に配属なった。」他にも,日本化学会における席上で平田敏雄 東京

女高師理科教授との再会などと述べている。［3］そして,1931 年の学位取得にあたっては「理研の和田猪

三郎主任研究員の下で「甘蔗に関する研究」から物理的方法で化学の研究ということで高嶺俊夫主任研

究員, 福田浩二研究員(理学博士)はじめ多くの先生がたのご指導とご助言をうけた。」［3］往木副理事長と

もスペクトル研究からの出会いである。 加藤セチの研究生活は理研の場で育まれ開花した。加藤セチ

自身が「理研の包容力の大きさに深く感謝している」と述べている。［3］ 
主任研究員に昇格したのは加藤セチが「中原和郎ガンセンター研究所長のご推薦であることを知り、

これは女性の地位向上にご留意いただいた意味と深く感謝している。」と述べている。［3］研究室をもっ

た加藤セチはその研究室の運営を自らの体験に基づいて,共同研究者として女性研究者を選んだ。染野藤

子, 外村シヅ,清水トシ, 山本喜代子の 4 名は学位保持者であった。 後藤房江, 卯木百合ら女性研究者育

成に努めた。これまで不平等な劣った教育をうけてきた女性が科学の分野で研究をつづけて行くための

苦労は男性には想像もつかないものと思います。研究室にもよるが, 理学博士を保持して入所しても,
給料はもらえない覚悟でいたところ出たので,泣いて喜んだ女性研究者の記憶がある。他の研究室では

10 年くらい無給嘱託でした。［3］ 戦後は 1954 年 12 月発足の女性科学者のグループ「輝線会」や 1958
年 4 月発足の「日本婦人科学者の会」発足準備にあたるなど女性科学者の先達として尽力した。 

 

― 610―



 
5. おおわわりりにに  

加藤セチは 1940 年, 科学随筆「女性と科学」のなかで、「もっと本質的に女性と科学といふ問題を塾

考して見るならば、何等の誇張なしに女子もまた男子と同等に学問をなすべきものであると断言するこ

とができる・・・(略)・・・しかしながら, 女性科学者の数は寥々たるものである。また数においてお

びただしい女工がでても、女子工業学校なるものは一つもない有り様で、この歴史的に立ち遅れている

大幅な欠陥は,女子大学の一つや二つ出来たとて補えるものではない。女性みずから科学的覚醒がなによ

りも力強い進歩となるのである。いたづらに背景を持たぬことをかこち,社会制度の不備に不満を抱き,
与えられる時の来るのを空しく待つべきではない。叩けば裏木戸は開く,割り込んで行かうと努力すれば

小さな机は与えられる。その与えられたことに感謝し全精神を捧げて学ぶならば次第に光ってゆくであ

らう。安易な環境は却って人間を伸びるだけ伸ばしてはくれない場合が多い。」と述べている。［3］理化

学研究所における加藤セチ初の女性主任研究員誕生の快挙,さらに 定年後 80 歳まで 15 年間にわたる

『理科ゼミ』を婦人のための科学勉強会(高校教諭)を催した加藤セチが日本化学会の第 1 回昭和 51 年度

1976 年化学教育賞推薦候補にあがっていた。加藤セチ生誕 130 年を祝して, 顕彰されんことを願う。 
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（補足資料表） 加藤セチ研究論文等「2,3,5」 (1922-1960～1975)     

年年  事事柄柄  研研究究題題目目    区区

分分  

11992222  
((2288歳歳））  

東東京京のの財財団団法法人人理理化化学学研研究究所所にに入入所所  和和田田猪猪三三郎郎研研究究室室  女女性性研研究究者者のの第第11号号((99月月))    
結結婚婚((婿婿養養子子佐佐藤藤得得三三郎郎))  長長男男仁仁一一誕誕生生99月月  

 

農

芸

化

学 

11992233  甘甘藷藷のの灰灰おおよよびび種種々々ななるる土土壌壌のの分分析析のの結結果果 ,,加加藤藤セセチチ理理研研彙彙報報 ,,22,,  449977--550099                                  
長長女女ココウウ誕誕生生11月月  

11992244    土土壌壌ののココロロイイドドににつついいてて,,    和和田田猪猪三三郎郎,,  加加藤藤セセチチ,,  理理研研彙彙報報,,  33,,  442233‐‐442266  

11992255  土土壌壌ののココロロイイドドににつついいてて((第第22報報)),,    和和田田猪猪三三郎郎,,  加加藤藤セセチチ,,理理研研彙彙報報,,  44,,  440033‐‐440066  

11992255  OOnn  tthhee  SSeeppaarraattiioonn  ooff  GGeerruummaanniiuumm,,  II..WWaassaa  aanndd  SS..  KKaattoo,,  

SSccii..PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  33,,  224433‐‐226611    

化

学

分

析 
11992277  ゲゲルルママニニウウムムのの分分離離法法ににつついいてて,,  和和田田猪猪三三郎郎,,  加加藤藤セセチチ,,理理研研彙彙報報,,  66,,  773322--‐‐773355  

11992277  AAnnaallyyssiiss  ooff  nniioobbiiuumm  aanndd  TTuunnggsstteenn  GGrroouuppss,,  II..WWaassaa  aanndd  SS..  KKaattoo,,  SSccii..PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  

66,,  222277‐‐226633  

11992277  ネネオオジジウウムム塩塩のの吸吸収収ススペペククトトルル,,加加藤藤セセチチ,,  理理研研彙彙報報,,  33,,  442233‐‐442266  塩

類

の 

吸

収

ス

ペ

ク

ト

ル 

11993300  OOnn  tthhee  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrraa  ooff  SSaalltt‐‐SSoolluuttiioonnss  II  ーーTThhee  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrraa  dduuee  ttoo  

tthhee  HHaallooggeennss  aanndd  SSoommee  MMeettaalllliicc  IIoonnss,,  SS..KKaattoo,,  SSccii..PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  1122,,  223300‐‐225500    

11993300  OOnn  tthhee  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrraa  ooff  SSaalltt‐‐SSoolluuttiioonnss  IIII  ーーTThhee  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrraa  dduuee  

ttoo  OOxxyyaacciiddiicc  AAnniioonnss,,  SS..KKaattoo,,  SSccii..PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  1133,,  77‐‐2211  

11993300  OOnn  tthhee  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrraa  ooff  SSaalltt‐‐SSoolluuttiioonnss  IIIIII  ーーTThhee  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrraa  dduuee  

ttoo  CCaattiioonnss,,  SS..  KKaattoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  1133,,  4499‐‐5588  

11993311  OOnn  tthhee  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrraa  ooff  SSaalltt‐‐SSoolluuttiioonnss  AAppppeennddiixx  ーーTThhee  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrraa  

ooff  MMeettaalllliicc  IIoonnss,,  SS  KKaattoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  1155,,  116611‐‐116622  

11993311  アアセセチチレレンンのの重重合合,,  加加藤藤セセチチ,,  理理研研彙彙報報,,1100,,  334433‐‐335522  

                                                      京京都都帝帝大大理理学学博博士士授授与与  

学

位 
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11993322  有有機機パパロロゲゲンン化化合合物物ののCCiiss--,,TTrraannss--IIssoommeerrssののPPhhoottoossyynntthheessiissにに就就いいてて,,  加加藤藤セセチチ,,  

理理研研彙彙報報,,1111,,  776655‐‐776688  

化

学

反

応 
11993333  有有機機化化合合物物ののKKeettoo--及及びびEEnnooll--‐‐TTaauuttoommeerriissmmにに対対すするるMMeeddiiuummのの行行動動,,  加加藤藤セセチチ,,  後後

藤藤房房江江,,  理理研研彙彙報報,,1122,,  220077‐‐221111    京京都都帝帝大大理理学学部部特特別別講講義義「「分分子子のの電電子子構構造造とと化化学学反反応応」」  

11993344  OOnn  tthhee  AAbbssoorrppttiioonn  BBaanndd  SSppeeccttrraa  ooff  PPoollyyaattoommiicc  MMoolleeccuulleess  iinn  SSoolluuttiioonn  II  ーーTThhee  

AAbbssoorrppttiioonn    dduuee  ttoo  tthhee  DDoouubbllee  BBoonnddss,,  --－－CC((OOHH))==OO,,  －－CC((HH))==OO,,  ＞＞CC==OO,,  >>CC==CC<<,,  －－

NN==NN--,,    SS  KKaattoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,    2233,,  225566‐‐226622  

 

 

 

 

化

学

分

子 

吸

収 

 

11993355  OOnn  tthhee  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrraa  ooff  CCeerrttaaiinn  TTrriivvaalleenntt  HHaalliiddeess  DDiissssoollvveedd  iinn  EEtthheerr  aanndd  

tthheeiirr  DDiissssoocciiaattiioonn  PPrroodduuccttss,,  SS  KKaattoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  2288,,  9955‐‐111111  

11993377  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrruumm  aanndd  MMoolleeccuullaarr  SSttrruuccttuurree  II  AAttoommiicc  AAmmiinneess,,  SS  KKaattoo,,  SSccii..  PPaapp..  

II..PP..CC..RR..,,  3333,,  220099‐‐223300  

11993377  解解説説：：吸吸収収ススペペククトトルルとと化化学学反反応応,,  加加藤藤セセチチ,,  有有機機生生物物化化学学講講話話  第第77輯輯  2288－－9922    

11993388  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrruumm  aanndd  MMoolleeccuullaarr  SSttrruuccttuurree  IIII  －－PPhheennooll  aanndd  iittss  DDeerriivvaattiivveess,,    

SS  KKaattoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  3344,,  990055‐‐111111  

11993388  AAbbssoorrppttiioonn  SSppeeccttrruumm  aanndd  MMoolleeccuullaarr  SSttrruuccttuurree  IIIIII  －－TThhee  DDeerriivvaattiivveess  ooff  OOrrggaanniicc  

AAcciiddss,,    SS  KKaattoo  aanndd  FF..  SSoommeennoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  3344,,  991122‐‐992211  

11993399  吸吸収収ススペペククトトルルとと分分子子構構造造  IIVV－－ダダイイーーハハイイドドロロオオキキシシベベンンゼゼンン  

加加藤藤セセチチ,,  染染野野藤藤子子    理理研研彙彙報報,,  1188,,  11111144‐‐11111199  

11993399  吸吸収収ススペペククトトルルとと分分子子構構造造  VV－－オオキキシシ安安息息香香酸酸、、オオキキシシベベンンツツアアルルデデハハイイドド,,  及及

びび,,  ニニトトロロフフェェノノーールル,,    加加藤藤セセチチ,,  染染野野藤藤子子,,    理理研研彙彙報報,,  1188,,  11112200‐‐11113300  

11993399  MMoolleeccuullaarr  SSttrruuccttuurree  aanndd  CChheemmiiccaall  RReeaaccttiioonn  II  －－TThhee  MMoolleeccuullaarr  RReeaarrrraannggeemmeenntt  ooff  

AArroommaattiicc  AAmmiinneess,,  SS  KKaattoo  aanndd  FF..  SSoommeennoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  3355,,  339999‐‐441144  

 

 

 

 
分

子

構

造

と

化

学

反

応 

11993399  分分子子構構造造とと化化学学反反応応  II--  環環式式アアミミンン類類のの分分子子内内転転位位,,    加加藤藤セセチチ,,  染染野野藤藤子子,,  日日本本化化

学学会会誌誌,,  6600,,  6644‐‐7755  

11993399  分分子子構構造造とと化化学学反反応応  IIII  ––ベベッッククママンン転転位位,,  加加藤藤セセチチ,,  染染野野藤藤子子,,  理理研研彙彙報報,,  1188,,  

11009944‐‐11110022  

11993399  分分子子構構造造とと化化学学反反応応  IIIIII  ––ベベンンゼゼンン核核へへのの置置換換反反応応,,  加加藤藤セセチチ,,  染染野野藤藤子子,,  理理研研彙彙

報報,,  1188,,  11113311‐‐11113388  

11993399  分分子子構構造造とと化化学学反反応応  IIVV  ––ダダイイ‐‐ハハイイドドロロオオキキシシベベンンゼゼンンにに硫硫酸酸及及びび苛苛性性曹曹達達のの作作

用用,,  加加藤藤セセチチ,,  染染野野藤藤子子,,  理理研研彙彙報報,,  1188,,  11113399‐‐11114455  

11993399  分分子子構構造造とと化化学学反反応応  VV  ––フフェェノノーールル及及びびニニトトロロフフェェノノーールルののアアルルカカリリにに依依るるハハロロクク

ロロミミーー現現象象,,  加加藤藤セセチチ,,  染染野野藤藤子子,,  理理研研彙彙報報,,  1188,,  11114466‐‐11116611  

11993399  AA  MMoolleeccuullaarr  CCoommppoouunndd  ooff  FFeeCC33  EExxttrraacctteedd  bbyy  EEtthheerr  ffrroomm  HHyyddrroocchhlloorriicc  AAcciidd    

SSoolluuttiioonnss,,  SS  KKaattoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  3366,,  8822‐‐9966  

11993399  重重ククロロムム酸酸のの分分子子化化合合物物,,    加加藤藤セセチチ,,  染染野野藤藤子子,,  理理研研彙彙報報,,  1188,,  888844‐‐889922  

11993399  塩塩酸酸溶溶液液中中のの塩塩化化第第二二鉄鉄,,  加加藤藤セセチチ,,  染染野野藤藤子子,,  理理研研彙彙報報,,  1188,,  11110033‐‐11111133  

11994422  飽飽和和炭炭化化水水素素類類のの熱熱分分解解ととそそのの燃燃焼焼機機構構((吸吸収収ススペペククトトルルにに依依るる検検討討)),,    加加藤藤セセチチ,,    

理理研研彙彙報報,,  2211,,  225566‐‐227766  

燃

焼

機

構 
11994444      飽飽和和炭炭化化水水素素類類のの爆爆発発酸酸化化,,  イイソソオオククタタンンのの爆爆発発酸酸化化((第第11報報))  ,,  加加藤藤セセチチ,,  理理研研彙彙

報報,,  2233,,  5566‐‐6644  

11995511      理理化化学学研研究究所所主主任任研研究究員員  ((99月月))  女女性性初初のの主主任任研研究究員員    ((5577歳歳))  主

任

研

究

員 

 

嘱

託  

11995522      SSppeeccttrroossccooppiiccaall  NNaattuurree  ooff  CChhlloorroopphhyyllll,,  SS..  KKaattoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  4466,,  111188‐‐

112266  

11995544  理理化化学学研研究究所所（（戦戦後後  定定年年退退職職制制6600歳歳））    理理研研特特別別研研究究室室嘱嘱託託    

11995555    SSppeeccttrroommyycciinn  SSuullpphhaattee  SSuullpphhiittee  CCoommpplleexx  SSaalltt,,  SS  KKaattoo,,  SSccii..  PPaapp..  II..PP..CC..RR..,,  4499,,  

117755‐‐118844  

11996600  理研 理研特別研究室嘱託 退職  

11996600～～  
11997755  
  

加加藤藤セセチチのの『『理理科科ゼゼミミ』』主主催催    婦婦人人ののたためめのの科科学学勉勉強強会会  高高校校教教諭諭中中心心  1155年年間間        

加加藤藤セセチチのの『『理理科科ゼゼミミ』』  日日本本化化学学会会化化学学教教育育賞賞受受賞賞候候補補推推薦薦文文  斎斎正正子子((1100月月))  
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